《ChatGPT時代におけるGoogle口コミの影響》
🔎 ChatGPT進化による変化の方向性

1. 口コミの「要約消費」が進む
   - ChatGPTが口コミを要約し、全体像を一瞬で把握できるようになる。
   - 個別口コミより「全体傾向の印象」が判断基準となる。

2. 比較がより簡単になる
   - ChatGPTが複数医院の口コミを整理し比較提示するようになる。
   - レビュー件数が少ない医院は比較リストに入らないリスクが高まる。

3. ネガティブレビューの影響が「濃縮」される
   - 繰り返し出る不満が強調されやすく、少数の悪い口コミでも特徴として固定化される　　可能性がある。

4. 医院ホームページより口コミが一次情報化
   - ChatGPTは公式HPより第三者の声を優先する傾向が強い。
   - 口コミがAI回答に反映されやすくなる。

💡 開業医が取るべき対策

1. 口コミの量を確保
   → AI要約時に「サンプル不足で除外」されないように量を確保。

2. 口コミの質を管理
   → 強みを意識して患者に伝え、良質レビューを増やす。

3. 弱点を放置しない
   → ネガティブワードが繰り返されると、ChatGPTが「特徴」として認識してまうため、ネガティブレビューにこそ、返答のコメントを優先する。

🔮 結論

- ChatGPTの進化で口コミの影響はさらに増幅する。
- ★評価の数字よりも「口コミの要約傾向」が患者の判断基準になる。
- 口コミマネジメントは、SEO対策以上に必須の経営課題となる。

